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小学校給食費無償化等の子育て支援対策、DX推進事業など

総額33億2,800万円
（前年比29.1%増額）の一般会計予算

3月
定例会

当 初 予 算
全員協議会
質 疑

　3月定例会は、3月8日（火）から3月18日（金）までの11日間で開催された。今
議会では令和3年度補正予算と令和4年度の当初予算の審議が行われた。自治体DX推
進事業、防災センター建設事業、給食費無償化、高校生
通学支援事業等新年度予算総額は33億2,800万円で前年
比7億5,100万円の増額となった。議会は18日最終日、
村提出の全議案を原案どおり可決して閉会した。

令
和
4
年
度
は
健
全
財
政
を
維
持
し
つ
つ

も
、
村
は
徐
々
に
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
更
新
、

子
育
て
支
援
対
策
等
を
重
点
に
取
り
組
む
方

針
を
示
し
た
。

問
D
X
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
募
集
は
。

答　
今
月
中
に
募
集
を
か
け
る
予
定
。

デ
ジ
タ
ル
に
強
い
、
シ
ス
テ
ム
に
強
い

人
。
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
が
で
き

る
人
を
。

要
望　

村
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
人

を
。

問　

税
証
明
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の

運
用
は
。

答　
所
得
証
明
の
み
。
令
和
5
年
1
月

か
ら
開
始
。

要
望　

平
時
の
利
用
は
地
域
で
使
用

す
る
施
設
と
し
て
使
い
や
す
く
。
基
本

設
計
が
で
き
た
段
階
で
地
元
の
建
設
委

員
へ
説
明
を
。

問　

旧
第
5
分
団
詰
所
の
取
壊
し
は

い
つ
の
予
定
か
。

答　
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
。　
　

要
望　

新
エ
ネ
補
助
既
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
へ
の
救
済
措
置
は
あ
る

の
か
。
制
度
の
検
討
を
。

問　

ゴ
ミ
の
資
源
化
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。
分

別
を
さ
ら
に
強
化
す
る
の
か
。

答　
現
行
を
維
持
し
、徹
底
し
て
い
く
。

問　

現
在
、
伐
倒
燻
蒸
が
必
要
な
赤

松
は
。

答　

令
和
3
年
度
確
認
さ
れ
た
も
の

は
約
１
０
０
本
。
現
在
対
応
中
。

防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

１
，９
０
０
万
円

拠
点
避
難
地
整
備
事
業（
旧
役

場
庁
舎
跡
地
）　
５
，３
０
０
万
円

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
促
進
事

業
・
省
エ
ネ
家
電
製
品
普
及
促

進
事
業　
　
　
　
2
3
5
万
円

松
く
い
虫
対
策
事
業２

，４
０
０
万
円

（教育長任命に同意）

教育長　百瀬　司郎氏
（再任）

【任期】
令和4年4月1日から
令和7年3月31日まで
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令和4年度
一般会計

3/8 〜 18

自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業

１
，１
５
０
万
円

　予　算…………14件
（令和 3年度補正予算）
（令和 4年度当初予算）

　条　例……… 24件
　専　決………… 3件
　その他…………… 3件

　ロシアの侵略行為は、明らかに国連憲章と国際法への重大な違反行為であり、世界
平和を脅かす許すことができない犯罪行為であり、核兵器使用を示唆する発言や、原
子力発電施設の攻撃などは唯一の被爆国として、また、国の重要拠点「東京電力新信
濃変電所」がおかれている村として断じて容認できないとし、ロシアによるウクライ
ナ侵攻に強く抗議し、即時完全撤退を強く求める決議案を全会一致で可決した。

令
和
4
年
度
当
初
予
算

※
主
な
も
の
を
掲
載

ロシアによるウクライナ侵略を
強く非難し、即時撤退を求める決議

発議第1号発議第1号 人事案件



問　

今
ま
で
の
商
品
券
の
消
費
動

向
は
。

答　

あ
る
程
度
決
ま
っ
た
業
種
に
利

用
さ
れ
る
傾
向
。
地
域
活
性
化
の
点
か

ら
も
今
後
も
継
続
。

問　
提
案
に
至
っ
た
経
緯
。

答　
保
護
者
の
負
担
軽
減
、
村
の
独
自

性
の
あ
る
子
育
て
支
援
と
い
う
こ
と
か

ら
検
討
。
子
ど
も
の
給
食
費
を
保
護
者

が
負
担
す
る
の
は
当
然
と
い
う
声
が
あ

る
一
方
、
年
間
約
5
万
5
千
円
の
給
食

費
が
保
護
者
に
と
っ
て
負
担
に
な
っ
て

い
る
部
分
も
あ
る
。
県
内
の
町
村
で
も

無
償
化
に
踏
み
き
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
若
い
世
代
の
移
住
定
住
に
結
び

付
け
た
い
。

問　

5
月
1
日
以
降
何
ら
か
の
事
情

で
退
学
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
返
還
は

求
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、
補
助
制
度
と
し
て
い
か
が
か
。

答　

年
度
の
早
い
段
階
で
、
補
助
金

の
有
効
活
用
に
な
る
と
考
え
る
。

村は当初予算に、小学生を持つ保護者へ「小学校
の給食無償化」、高校生を持つ家庭へ「通学費の補
助」を重要施策と位置付け新規事業として当初予算
に盛った。
議会では最終日この事業を含む当初予算を全会一致

で可決したが、羽多野議員から「村の財政負担を考え
慎重な執行が必要」との附帯決議案が提出された。賛
成議論として「継続して熟議が必要ではないか」、反
対議論として「附帯決議案ではなく議決前に議論すべ
きこと」が出され、表決の結果反対多数で附帯決議案
は否決された。

補正の主なものとして歳入は、昨年12月の国の補正
予算により追加交付となった普通交付税など地方交付
税の増額、歳出は国の補正予算によるデジタル社会形
成整備事業や決算見込精査による財政調整基金への積
立などが計上された。

歳入　村　税	 3,596万円
　　　地方交付税	 1億5,875万円
歳出　財政調整基金積立金	 3億809万円
　　　転出転入手続きワンストップ化システム改修事業

273万円

議案第32号
附帯決議案

議員名及び賛否　○賛成　×反対

羽多野美映 高橋良二 清沢正毅 髙橋廣美 林邦宏 中村文映 齊藤勝則 小林弘之 塩原智惠美

○ × × × ○ × × × ○

※議案第 32号 令和 4年度朝日村一般会計予算に対する
付帯決議案全文は朝日村ホームページよりご覧いただけます。
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高
校
生
通
学
支
援
事
業５

０
０
万
円

小
学
校
給
食
費
無
償
化
事
業

１
，１
５
９
万
円

消
費
喚
起
に
よ
る
地
域
経
済
活

性
化
事
業（
地
域
活
性
化
商
品

券
）　　
　
　
　
４
，８
０
０
万
円

　　　1億6,950万円を追加
令和3年度一般会計 総額33億4,000万円
補正予算

令和4年度朝日村一般会計予算に対する附帯決議案
議案第32号議案第32号

附帯決議とは？
可決された案件に対し、事務事業を

執行する上での要望や留意事項を述べる
ために提出されるもの。

附帯決議案の提案説明



ゼロカーボン及び公民館アンケート
担当課から策定中の『ゼロカーボンビジョン』

の説明や小学校での生ごみ処理の取組、蓄電池の
補助金の説明を受けた。委員からは村民の理解が
進むよう説明会開催の要望や、ウッドチッパー利
用に当たり軽トラ貸出しの検討要望が出た。
また、「公民館事業アンケート」受け、教育委

員会から『村主催事業の見直しで分館役員の負担
軽減を図り、分館独自事業の充実を』との方針の
説明を受けた。委員からはコロナ禍ではあるが
「やれる事」を探してほしい。分館活動休止地区
がある中、本館の支援を問われ、教育長から「最
初の働き掛けは大事」と分館への支援に前向きな
回答があった。

社会文教委員会委員長　中村 文映

本年度3月定例議会には、当委員会に付託され
た請願・陳情の審査はなく、委員会では所轄事務
の調査を行う事とした。
3月11日、産業振興課長と商工観光係長から

「朝日村観光ビジョン」と観光協会の目指す事業
について解説していただきながらの意見交換と
なった。村は一般的な文化資産や風光明媚な景観
箇所が乏しく、またキャンプ場やスキー場への来
場者との交流の場が得られてない現状など、色々
な課題を抱えている。
コロナ禍で働き方改革や移住などに関心が寄せ

られている中での観光行政は、関連施設・関係者
が、点から線へと体制変身する行動力、そして企
画力が求められます。

総務産業委員会委員長　林 邦宏

あさひむら議会だより 4

社会文教委員会報告総務産業委員会報告

新人議員新人議員紹介紹介

去
る
3
月
18
日
（
金
）
全
員
協
議
会
終

了
後
、
タ
ジ
マ
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
施

設
名
「
里
山
の
オ
フ
ィ
ス
」
を
行
政
視
察

し
ま
し
た
。
豊
か
な
自
然
環
境
と
長
閑
な

農
村
環
境
と
い
う
静
か
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
近
隣
市
村
な
ど
の
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
、
自
然
環
境
と
暮
ら
し
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
た
特
徴
を
活
か
し
た
施
設
。

ま
た
内
装
は
朝
日
村
な
ら
で
は
の
木
材
を

使
用
、
日
本
家
屋
の
特
徴
を
活
か
し
自
然

の
中
で
癒
し
を
得
な
が
ら
個
人
、
家
族
、

在
宅
勤
務
、
企
業
等
の
テ
レ
ワ
ー
ク
が
で

き
る
施
設
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

利
用
方
法
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
・
会

議
・
セ
ミ
ナ
ー
・
移
住
体
験
イ
ベ
ン
ト
・

キ
ッ
チ
ン
ス
ペ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
等
々
、
数

多
く
の
活
用
方
法
が
あ
り
施
設
利
用
料
金

も
格
安
で
す
。
是
非
、
み
な
さ
ん
も
お
出

掛
け
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
近
年
に
な
い

素
晴
ら
し
い
施
設
だ
と
思
い
ま
す
。

 （
小
林
弘
之
）

タ
ジ
マ
テ
レ
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
行
政
視
察

3月定例会常任委員会報告3月定例会常任委員会報告

　村議会補欠選挙を経て
議員になりました。新人
議員研修では2日間行政
の仕組み等について説明
を受け、3月の定例議会
へ突入。学ばなければな
らない知識や事柄は多い
ですが、村民のみなさま
の「負託」にこたえるの
が議員である私どもの使
命である…と言う自覚を
しっかりと持ち、当初の
気持ちを忘れずに取り組
んでいきます。

　この程、2月20日の朝日村
議会補欠選挙で議員となりま
した小野沢の小林弘之、63歳
で御座います。
経歴：信州工業高等学校卒、野
球部ＯＢ・元朝日村消防団長・
元松本消防協会副会長・セイ
コーエプソン（株）退職
　学生野球で培った精神力と
消防団活動、企業で培った経
験を活かし「元気で安心の村
　朝日」を創る為に頑張ってい
く覚悟で御座います。宜しくお
願い致します。

羽多野 美映小林 弘之
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清沢　正毅議員清沢　正毅議員（5ページ）（5ページ）
11  村長の村政経営について村長の村政経営について
2 2 協働の村づくり推進について協働の村づくり推進について

髙橋　廣美議員髙橋　廣美議員（6ページ）（6ページ）
11  多様な農業への支援体制について多様な農業への支援体制について
2 2 朝日村の森林資源の活用について 朝日村の森林資源の活用について 

林　　邦宏議員林　　邦宏議員（6ページ）（6ページ）
11  専決処分・大尾沢導水管仮復旧について 専決処分・大尾沢導水管仮復旧について 
22  大尾沢水源林の公有化の進捗状況は大尾沢水源林の公有化の進捗状況は  

中村　文映議員中村　文映議員（7ページ）（7ページ）
11  松塩地区広域施設組合が令和 11 年建設松塩地区広域施設組合が令和 11 年建設

に向けて「新ごみ処理施設基本計画」を策に向けて「新ごみ処理施設基本計画」を策
定中であるが、村のごみ処理についての基定中であるが、村のごみ処理についての基
本方針及び取り組み姿勢について本方針及び取り組み姿勢について

齊藤　勝則議員齊藤　勝則議員（7ページ）（7ページ）
11  役場正規職員以外の待遇改善について役場正規職員以外の待遇改善について
2 2 高齢者の買物、乗り物の対策とJA生活なき後の対応高齢者の買物、乗り物の対策とJA生活なき後の対応
33  松枯れ対策について松枯れ対策について

小林　弘之議員小林　弘之議員（8ページ）（8ページ）
11 医療の充実について 医療の充実について
2 2 消防団活動について 消防団活動について 
33  児童の社会スポーツの振興について児童の社会スポーツの振興について

塩原　智惠美議員塩原　智惠美議員（8ページ）（8ページ）
11  朝日村教育行政の現状と課題朝日村教育行政の現状と課題

羽多野　美映議員羽多野　美映議員（9ページ）（9ページ）
11  住民への情報提供のあり方について住民への情報提供のあり方について
22  全村民が参加する村政を目指す投票率向上の取全村民が参加する村政を目指す投票率向上の取り組みについてり組みについて

高橋　良二議員高橋　良二議員（9ページ）（9ページ）
11  移住婚について移住婚について

清沢正毅 議員

村政に問う！！一 般一 般
質 問質 問 一般質問とは、議場において議員が日常活動と住民の声や疑問をもとに、村政全般に

わたり行政の姿勢をただすものです。

ここが聞きたい　9議員 17 項目ここが聞きたい　9議員 17 項目

問　
村
長
の
選
挙
公
約
の
達
成
率
に
つ
い

て
初
日
の
施
政
方
針
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
ま
で
3
年
で
50
％
今
年
1
年

や
っ
て
も
70
％
と
自
己
採
点
さ
れ
て
い
る

が
、
最
終
年
度
で
あ
れ
ば
少
な
く
と
も

90
％
以
上
の
達
成
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る

が
な
ぜ
か
?

答　
公
約
よ
り
先
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
緊
急
テ
ー
マ
が
多
す
ぎ
た
。
確
実
な

成
果
を
目
指
す
に
は
人
物
金
が
か
か
る
。

職
員
に
は
1
0
0
％
以
上
の
能
力
を
発

揮
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上

新
た
な
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
に
は
、
ま
だ

現
状
で
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
事
が

理
解
で
き
た
た
め
70
％
と
判
断
し
た
。

問　
第
6
次
総
合
計
画
は
小
林
村
政
で
作

成
さ
れ
た
も
の
。
小
林
村
長
の
終
着
点
は

第
6
次
総
合
計
画
目
標
達
成
を
目
指
す
べ

き
、
そ
の
為
に
は
次
期
へ
の
ス
テ
ッ
プ
が

必
要
と
考
え
る
が
、
現
状
で
の
意
向
は
い

か
が
か
？

答　
今
非
常
に
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い

る
。
ま
た
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、
経
済
情

勢
が
一
段
と
不
透
明
、
人
口
減
少
問
題
そ

し
て
農
業
が
抱
え
て
い
る
大
き
な
課
題
等

挙
げ
れ
ば
切
り
が
な
い
が
、
1
年
頑
張
っ

て
か
ら
時
期
が
来
た
ら
考
え
る
。

ま
と
め　

最
終
年
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

ま
い
た
種
を
し
っ
か
り
成
長
さ
せ
確
か
な

収
穫
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
そ
し
て
第
6
次
総
合
計
画
目
標
実
現

に
向
け
、
次
期
へ
の
足
掛
か
り
の
年
に
な

る
事
を
期
待
し
ま
す
。

村
長
の
次
期
へ
の

ス
テ
ッ
プ
の
意
気
込
み
は
？

 

答 

今
年
1
年
頑
張
っ
て
、
時
期
が
来
た
ら
考
え
る
！

第6次総合計画から
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問　
真
に
足
腰
の
強
い
地
域
農
業
を
確

立
す
る
た
め
に
は
、
多
種
多
様
な
農
家

（
家
族
経
営
か
ら
大
規
模
農
業
法
人
ま

で
）
が
混
在
す
る
裾
野
の
広
い
農
村
を

作
る
必
要
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
原
油
価
格
の
上
昇
な

ど
取
り
巻
く
環
境
は
今
後
益
々
厳
し
く

な
る
、
各
家
庭
に
お
い
て
は
い
か
に
生

活
防
衛
を
す
る
か
と
い
う
議
論
が
沸
き

起
こ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
次
の
提
案
を

す
る
。

1 

新
規
に
農
業
に
参
入
す
る
人
の
支
援

（
農
業
塾
の
よ
う
な
）

2 	

指
導
す
る
農
家
さ
ん
へ
の
支
援

3 	

新
規
就
農
者
の
た
め
に
耕
作
放
棄
地

や
圃
場
整
備
の
一
部
を
提
供
す
る

産
業
振
興
課
長　
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
中

に
多
様
な
農
業
は
重
要
と
捉
え
、
家
族

経
営
、
半
農
半
X
、
小
物
野
菜
生
産
者

に
対
応
す
べ
く
、
「
農
業
塾
」
に
近
い

研
修
制
度
を
考
え
、
新
規
就
農
者
の
育

成
に
努
め
る
。

村
長　
小
規
模
農
家
の
育
成
の
点
で
、
野

菜
バ
ス
な
ど
の
流
通
シ
ス
テ
ム
を
考
え
、

特
徴
あ
る
野
菜
の
産
地
化
を
目
指
す
。

朝
日
村
の
森
林
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

問　
朝
日
村
の
森
林
資
源
を
見
直
す
た

め
の
啓
発
活
動
が
必
要
で
は
。

答　

林
業
従
事
者
の
育
成
、
秋
の
育
樹

祭
で
は
小
学
生
に
参
加
し
て
も
ら
う
。

問　
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割

は
ど
う
す
る
か
。

答　

職
員
に
よ
る
対
応
と
し
、
林
政
研

修
へ
の
参
加
、
県
の
指
導
を
得
な
が
ら

そ
の
役
割
を
果
た
す
。

問　
大
尾
沢
第
二
水
源
か
ら
浄
水
場
へ
の
導
水
管

に
不
具
合
が
発
生
し
、断
水
の
危
機
が
朝
日
水
道

に
発
生
し
た
。　

　

2
月
１７
日
夜
、消
防
幹
部
団
員
に
招
集
が
掛
か

り「
仮
復
旧
対
策
会
議
」が
開
催
さ
れ
１８
日
仮
導
水

管
の
敷
設
作
業
が
３６
人
の
消
防
団
員
の
出
動
で
実

施
さ
れ
、断
水
の
危
機
か
ら
逃
れ
得
た
。仮
導
水
管

敷
設
は
第
二
水
源
か
ら
6
0
0
ｍ
下
流
の
接
合
槽

か
ら
１
０
０ｍ
位
の
ビ
ニ
ー
ル
ホ
ー
ス
で
林
道
ま
で

引
出
し
林
道
脇
沿
い
の
最
短
距
離
で
、各
分
団
か
ら

借
り
受
け
た
２０
本
の
消
防
ホ
ー
ス
の
接
続
で
、浄
水

場
ま
で
仮
敷
設
さ
れ
て
い
た
。

　
行
政
で
は
、６
日
後
の
２４
日
に
３
５
０
万
円
の
補
正
予

算
を
計
上
し
専
決
処
分
を
執
行
し
た
。議
会
に
は
一
切

の
情
報
提
供
が
無
く
、３
月
３
日
配
布
の
３
月
定
例
議
会

の
議
案
書
で
、専
決
処
分
が
執
行
さ
れ
た
事
を
知
っ
た
。

　
８
日
か
ら
の
定
例
議
会
の
協
議
の
席
で「
即
日
議

決
で
執
行
す
れ
ば
」と
の
詰
問
に
対
し「
緊
急
を
要

し
た
」と
答
弁
。

　
し
か
し
、協
議
す
る
時
間
的
余
裕
は
充
分
あ
っ
た

の
に
、と
解
釈
し
て
い
る
。

　

私
は
導
水
管
不
具
合
事
故
の
情
報
を
得
て
２
月

２７
日
、現
地
視
察
を
致
し
ま
し
た
。

①
色
取
り
豊
か
な
消
防
ホ
ー
ス
で
仮
配
管
さ
れ
て
い

た
が
、衛
生
面
で
は
、ど
の
よ
う
な
処
置
を
さ
れ
た
か
。

答　
通
水
で
ホ
ー
ス
の
ご
み
な
ど
の
洗
浄
を
実
施

し
た
後
配
水
池
に
接
続
し
た
。

意
見　
飲
料
水
で
あ
る
か
ら
、次
亜
塩
素
酸
Na
で

消
毒
す
る
と
、大
腸
菌・サ
ル
モ
ネ
ラ
菌・黄
色
ブ
ド

ウ
球
菌
な
ど
の
除
去・消
臭
効
果
が
期
待
で
き
る
。

問
　
②
仮
導
水
管
内
の
水
量
は
少
な
く
内
容
積
の

１
／
３
位
こ
の
事
象
は
ど
う
分
析
さ
れ
る
か 

。

③
第
二
水
源・左
側
沢
水
量
は
仮
導
水
管
内
の
水
量

よ
り
多
い
、第
二
水
源
の
取
水
機
能
と
６
０
０ｍ
下

流
の
接
合
槽
ま
で
の
配
管
の
状
態
は
ど
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
。

答　
渇
水
期
で
あ
り
、例
年
よ
り
寒
さ
も
厳
し
い
の

で
、取
水
量
は
低
下
し
て
い
る
。

取
水
機
能
や
配
管
は
４０
年
以
上
経
過
し
て
い
る
の

で
、経
年
劣
化
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

問
　
④
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
飲
料
水・４
月
か
ら
の
水
道

料
金
１０
％
の
値
上
げ
、肝
心
な
安
定
し
た
水
源
確
保
の

た
め
、更
新
で
は
な
く
北
村
地
区
は
辺
地
債
を
有
効

活
用
可
能
で
あ
る
か
ら
公
共
水
道
設
備
を
新
設
す
る

方
向
で
対
応
さ
れ
る
と
、費
用
負
担
も
軽
減
さ
れ
、湧

水
利
用
で
安
全
な
水
道
行
政
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
。

答　
第
二
水
源
を
含
め
専
門
家
に
よ
る
、根
本
的

な
調
査
を
実
施
し
対
応
す
る
取
水
設
備
の
新
設
提

案
は
即
実
施
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、現
設
備
を
う

ま
く
使
い
な
が
ら
最
良
策
を
探
っ
て
い
く
。

多
様
な
農
業
へ
の
支
援
体
制
は

答 

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
多
様
な
農
業
に
つ
い
て
策
定
中

髙橋廣美 議員

専
決
処
分
・
大
尾
沢
導
水
管
仮
復
旧
は

答 

消
防
ホ
ー
ス
を
ビ
ニ
ー
ル
ホ
ー
ス
に
変
え
１４
日
仮
復
旧
は
終
了
し
た

林　邦宏 議員

広がるそば畑
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問　
令
和
11
年
に
松
本
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
か
わ
る
「
新
処
理
施
設
」
が
建

設
さ
れ
る
が
、
現
在
、
市
村
に
よ
り
ご

み
処
理
費
の
住
民
負
担
（
ご
み
袋
の
料

金
）
に
違
い
が
あ
り
不
平
等
と
思
う
が
、

村
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
事

業
の
統
一
を
進
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

村
長　
ご
み
を
た
く
さ
ん
出
す
人
に
応

分
の
負
担
を
お
願
い
す
る
ほ
う
が
平
等

と
考
え
る
。

建
設
環
境
課
長　
ご
み
袋
の
有
料
化
は

ご
み
の
減
量
に
繋
が
っ
て
い
る
。
徴
収

し
た
お
金
は
ご
み
の
運
搬
等
に
充
て
村

負
担
金
の
軽
減
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
今
後
は
事
業
の
統
一
に
向
け
て
4

市
村
の
連
絡
会
議
で
検
討
し
て
い
く
。

問　
今
後
の
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
の

考
え
方
は
。

村
長　
約
束
は
な
い
が
次
回
は
塩
尻
市

に
お
願
い
し
た
い
思
い
で
い
る
。

建
設
環
境
課　
最
終
処
分
場
は
取
り
決

め
で
塩
尻
市
と
当
村
で
設
け
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
塩
尻
市
と
は
担
当
課
レ

ベ
ル
で
継
続
的
に
話
し
合
い
を
行
っ
て

い
る
。

問　
生
ご
み
の
た
い
肥
化
事
業
の
取
り

組
み
は
。

建
設
環
境
課　
先
進
地
視
察
を
行
っ
て

い
る
。
現
在
小
学
校
の
生
ご
み
は
た
い

肥
化
を
行
っ
て
い
る
。
処
理
業
者
と
の

話
し
合
い
や
収
集
方
法
の
検
討
を
行

い
、
事
業
化
出
来
る
か
検
討
し
て
い
く
。

問　

介
護
者
や
新
生
児
に
配
布
し
て

い
る
ご
み
袋
の
枚
数
は
適
当
と
考
え

る
か
。

建
設
環
境
課　
配
布
枚
数
や
受
け
渡
し

方
法
等
を
検
討
し
て
い
く
。

松
枯
れ
対
策
に
つ
い
て

問　
新
年
度
松
枯
れ
対
象
木
が
増
え
る
と

予
想
さ
れ
る
が
対
策
と
教
育
は
。年
を
追

う
ご
と
に
、松
枯
れ
が
増
え
て
い
る
。新
年

度
は
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
と
心
配
だ
。令

和
３
年
度
は
96
本
の
処
理
で
、前
期
30
本
、

後
期
66
本
だ
そ
う
だ
が
、マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ

ミ
キ
リ
の
羽
化
の
前
と
後
で
は
駆
除
対
象

木
は
次
年
度
に
大
き
く
影
響
を
す
る
。令

和
４
年
度
は
何
本
位
の
駆
除
を
考
え
て
い

る
の
か
、そ
の
駆
除
方
法
は
ど
う
す
る
の

か
、駆
除
従
事
者
の
確
保
、教
育
は
、ま
た

ド
ロ
ー
ン
等
の
精
度
ア
ッ
プ
と
目
視
者
の
教

育
は
。早
期
発
見
と
早
期
駆
除
は
必
須
条

件
だ
と
思
う
が
お
考
え
を
聞
き
た
い
。

課
長　
場
所
に
対
応
し
た
駆
除
方
法
と
、

教
育
を
高
め
た
い
。

駆
除
対
象
木
は
１
２
０
本
位
と
考
え
て
い

る
。そ
の
駆
除
方
法
は
１
０
０
０ｍ
以
上
と

従
来
の
所
で
は
伐
倒

燻く
ん

蒸
で
、ま
た
鎖
川

左
岸
の
一
部
と
古

見
横
出
ヶ
崎
の
一
部

は
、対
象
木
以
外
も

含
め
た
周
辺
木
を

一
斉
に
駆
除
し
て
樹
種
変
換
を
計
画
し
て

い
る
。ド
ロ
ー
ン
精
度
も
目
視
力
も
高
め

て
い
く
。駆
除
従
事
者
の
確
保
も
教
育
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

Ｊ
Ａ
店
舗
な
き
後
の
対
応
は

問　
代
わ
り
の
施
設
と
か
、販
売
方
法
、高

齢
者
の
居
場
所
作
り
生
き
が
い
作
り
は
考

え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

フ
ァ
ミ
マ
も
有
り
難
い
の
で
す
が
、Ｊ
Ａ
の

生
活
店
舗
に
は
、ジ
ャ
ン
ル
の
異
な
る
品
揃

え
も
あ
り
人
口
４
０
０
０
人
以
上
の
村
と

し
て
、住
宅
だ
け
で
な
く
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
店

も
も
う
少
し
あ
っ
て
も
い
い
と
思
う
が
、い

か
が
か
。近
隣
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

利
用
な
ら
交
通
の
便
の
更
な
る
充
実
必
要

と
思
う
が
い
か
が
か
お
聞
き
し
た
い
。

課
長　
考
え
て
い
な
い
。

先
ず
は
Ｊ
Ａ
と
相
談
し
て
も
ら
い
た
い
。そ

の
上
で
例
え
ば
、空
き
店
舗
を
村
内
の
起

業
家
が
か
り
て
、商
品
販
売
を
す
る
と
か

す
る
の
も
、良
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。村
も

近
隣
市
村
と
も
協
力
し
て
、広
域
の
交
通

の
便
の
充
実
を
図
り
、地
域
住
民
の
利
便

性
を
高
め
て
い
く
よ
う
、検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

村
の
ご
み
処
理
の
基
本
方
針
及
び

取
組
姿
勢
は

答 

事
業
統
一
に
向
け
て
関
係
市
村
と
検
討
を
進
め
る

中村文映 議員

松
枯
れ
対
策
ど
う
進
め
る
の
か

答 

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
対
応
し
た
駆
除
を
進
め
る

齊藤勝則 議員

松本クリーンセンター

赤松の感染木
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問　
朝
日
村
第
六
次
総
合
計
画
の
基
本
戦

略
「
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
村
を

つ
く
る
」主
要
施
策「
保
険・医
療
の
充
実
」

等
で
本
村
で
は
、
医
療
機
関
や
従
事
者
の

不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
朝
日
村
か
ら
移
転
し
た
い
理

由
と
し
て
医
療
機
関
へ
の
通
院
の
不
便
さ

を
挙
げ
る
人
が
44
．
9
％
と
な
っ
て
お
り

医
療
機
関
の
充
実
や
通
院
の
た
め
の
公
共

交
通
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
朝
日
村
で
は
一
か
所
し
か
診
療
所
が

無
い
当
村
で
は
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
の

か
？
医
療
機
関
を
増
や
す
事
に
つ
い
て
は

必
要
で
あ
る
と
思
う
の
か
？

住
民
福
祉
課
長　
現
在
、
近
隣
に
診
療
所

が
増
え
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
救

急
医
療
な
ど
松
本
医
療
圏
域
で
連
携
体
制

が
と
れ
て
お
り
適
切
な
医
療
が
受
け
ら
れ

て
い
る
状
態
で
あ
る
。
従
っ
て
一
か
所
の

診
療
所
、
医
者
で
良
い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
。

懸
念
さ
れ
て
い
る
課
題
と
し
て
朝
日
村
の

開
業
医
は
既
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
退
職
年

齢
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
今
後
開
業
医

が
変
異
し
た
場
合
に
村
に
診
療
所
が
無
く

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

近
い
将
来
、
医
療
体
制
の
確
保
に
つ
い
て

早
急
に
手
を
打
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

は
事
実
。
今
年
は
朝
日
村
医
療
体
制
検
討

委
員
会
を
開
き
、
よ
り
深
く
研
究
と
検
討

を
重
ね
新
規
開
業
医
、
又
は
村
直
営
診
療

所
な
ど
可
能
性
を
導
き
出
し
関
係
機
関
に

働
き
か
け
始
め
て
い
く
予
定
で
す
。

問　
医
療
機
関
の
通
院
の
た
め
の
公
共
交

通
の
充
実
は
？

企
画
財
政
課
長　
現
在
、
村
外
の
医
療
機

関
へ
の
交
通
手
段
は
村
営
バ
ス
広
丘
線
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
も
近
隣
市
村
の
共
用

交
通
、
ま
た
民
間
の
路
線
バ
ス
に
接
続
し

て
村
外
の
医
療
機
関
へ
の
交
通
手
段
を
確

保
し
て
い
る
状
況
。
接
続
し
て
い
る
箇
所

は
4
か
所
。
そ
こ
で
5
つ
の
交
通
機
関
と

接
続
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
8
月
策
定
し
た
「
松
本
地
域
公
共

交
通
計
画
」
に
よ
り
現
在
の
交
通
形
態
の

見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
高
齢
者
の
皆
様

の
買
い
物
、
通
院
の
交
通
手
段
と
し
て
新

た
な
路
線
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
来
年
度

検
討
を
行
っ
て
い
く
計
画
で
お
り
ま
す
。

一
般
質
問
は
次
の
３
点
に
集
約
し
て
教
育

長
の
見
解
を
た
だ
し
た
。

問　
入
三
分
館
の
課
題
に
対
す
る
社
会
教

育
委
員
会
の
答
申
を
受
け
て
、
分
館
再
編
成

を
ど
う
方
向
付
け
し
た
か
。
分
館
運
営
が

難
し
く
なって
い
る
と
聞
く
。
こ
れ
ま
で
の
社

会
教
育
の
方
針
に
課
題
は
な
か
っ
た
か
。
と

い
う
の
は
、
根
本
と
な
る
教
育
振
興
基
本
計

画（
全
国
の
83
%
策
定
済
）と
生
涯
学
習
基

本
計
画（
県
下
77
自
治
体
の
う
ち
66
策
定
済
）

は
い
ず
れ
も
朝
日
村
未
策
定
。
生
涯
学
習

基
本
構
想
の
見
直
し
も
さ
れ
て
い
な
い
。

教
育
長　
生
涯
学
習
基
本
構
想
は
平
成
13

年
度
策
定
し
た
も
の
で
20
年
以
上
経
過
。

令
和
4
年
度
は
研
究
し
令
和
5
年
度
見
直

す
。
２
つ
の
計
画
の
策
定
は
努
力
義
務
の
為

早
急
に
作
る
必
要
は
な
い
が
検
討
す
る
。
分

館
再
編
成
は
令
和
4
年
度
に「
公
民
館
あ

り
方
検
討
委
員
会
」設
置
し
て
議
論
深
め
る
。

問　
保
育
園
で
昨
年
４
月
採
用
し
た
３
人

の
保
育
士
が
１
人
退
職
、
２
人
は
療
養
休

暇
と
な
り
職
員
が
育
っ
て
い
な
い
。
原
因
は

職
場
環
境
に
あ
る
と
外
部
有
識
者
か
ら
指

摘
を
受
け
た
。
原
因
と
改
善
策
は
。
こ
の
こ

と
は
教
育
委
員
会
に
報
告
し
た
か
。

教
育
長　
１
名
は
復
職
。
大
き
な
責
任
を

痛
感
し
て
い
る
。
検
証
は
し
た
。
新
年
度

か
ら
は
サ
ポ
ー
ト
体
制
強
化
と
情
報
の
共

有
、
職
員
間
の
信
頼
を
構
築
し
て
組
織
強

化
を
図
る
。
教
育
委
員
会
の
報
告
は
こ
れ

か
ら
す
る
。

問　
村
の
社
会
教
育
行
政
を
進
め
る
た
め

の
基
本
は「
社
会
教
育
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
」を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。６

年
前
に
抜
本
的
改
正
が
あ
り「
教
育
長
」の

任
命
を
始
め
、職
務・資
質
な
ど
が
明
確
化

さ
れ
た
。ま
た「
教
育
委
員
会
」の
委
員
に
よ

る
、教
育
長
の
チ
ェッ
ク
機
能
強
化
や
会
議

の
透
明
化
が
明
確
化
さ
れ
た
。現
状
の
会
議

の
あ
り
方
と
情
報
の
公
開
は
い
か
が
か
。

教
育
長　
教
育
委
員
会
会
議
録
は
公
表
に

努
め
て
い
る
が
、
少
な
い
職
員
体
制
が
原
因

で
遅
れ
て
い
る
。「
教
育
の
執
行
状
況
の
点

検
評
価
」は
こ
れ
か
ら
公
表
す
る
。

要
望　
教
育
委
員
会
は
教
育
行
政
の
重

要
事
項
や
基
本
方
針
を
決
定
す
る
執
行

機
関
で
あ
る
。
教
育
長
は
、
教
育
委
員

会
の
機
能
が
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
会

議
の
環
境
づ
く
り
や
研
修
の
機
会
な
ど

御
配
慮
い
た
だ
き
た
い
。

医
療
の
充
実
と

通
院
の
た
め
の
公
共
交
通
の
充
実

答 

医
療
の
確
保
と
村
外
へ
直
通
交
通
手
段
の
検
討

小林弘之 議員

朝
日
村
教
育
行
政
の
現
状
と
課
題

答 

全
て
は
こ
れ
か
ら
研
究・検
討

塩原智惠美 議員
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問　

朝
日
村
は
、
様
々
な
手
段
で
情
報

発
信
し
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
受
け
手
を

想
定
し
、
誰
も
が
手
軽
に
情
報
を
手
に

入
れ
る
方
法
と
、
安
定
的
な
情
報
発
信

が
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

企
画
財
政
課
長　
現
状
分
析
を
行
い
情
報

発
信
ツ
ー
ル
の
選
択
と
整
理
を
進
め
る
。

広
報
な
ど
は
村
民
の
知
り
た
い
こ
と
、
行

政
の
伝
え
た
い
こ
と
を
特
徴
の
あ
る
方
法

で
提
供
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

村
長　
媒
体
が
多
い
た
め
、
何
を
選
択
す

る
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ

る
。
よ
り
具
体
的
に
発
信
す
る
方
法
を
模

索
す
る
。
H
P
の
村
長
の
部
屋
の
コ
ン

テ
ン
ツ
は
、
ど
う
い
っ
た
情
報
を
発
信
す

る
か
を
今
後
検
討
し
て
い
く
。

副
村
長　
議
事
録
の
更
新
が
遅
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
ソ
フ
ト
の
活
用
や
課
内
で
の
職

員
の
兼
務
を
解
消
し
、
負
担
を
減
ら
し
て

安
定
的
に
更
新
す
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け

早
く
対
応
す
る
。

投
票
率
向
上
の
取
組

問　
当
村
の
投
票
率
は
東
筑
摩
郡
内
で
は

常
に
最
下
位
で
あ
る
。
次
の
点
で
考
え
と

取
組
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

①	

投
票
率
上
げ
る
た
め
の
取
組
は

②
若
い
世
代
へ
の
周
知
活
動
と
啓
発
活
動

③
移
動
投
票
所
の
設
置
検
討
は

④
公
開
討
論
会
の
推
進
活
動　
　

選
挙
管
理
委
員
長　
低
投
票
率
は
残
念

で
深
く
憂
慮
し
て
い
る
。
①
有
権
者
宅

へ
の
選
挙
入
場
券
の
発
送
、
告
知
放
送
、

村
H
P
で
の
周
知
②
18
～
20
歳
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
立
会
人
の
公
募
。
成
人
式
で
の

呼
び
か
け
は
18
歳
選
挙
権
引
き
下
げ
以
降

中
止
。
小
学
校
へ
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

へ
の
参
加
呼
び
か
け
と
投
票
箱
の
貸
し
出

し
、
出
前
講
座
は
教
育
委
員
会
と
模
索
中

③
人
員
確
保
、
設
備
等
の
問
題
あ
る
た
め

予
定
な
し
。投
票
機
会
確
保
の
観
点
か
ら
、

一
案
と
し
て
検
討
の
可
能
性
。
④
選
挙
管

理
委
員
会
と
し
て
告
示
前
か
ら
の
推
奨
は

で
き
な
い
。

教
育
長　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の

仕
組
み
を
進
め
、
村
へ
の
意
識
を
高
め
る

た
め
の
取
組
を
模
索
す
る
。

意
見　
充
分
な
答
弁
得
ら
れ
ず
。
社
会
活

動
、教
育
活
動
に
お
い
て
重
要
な
課
題
で
あ

る
。以
後
積
極
的
な
取
組
を
行
う
べ
き
。

問　
オ
ン
ラ
イ
ン
の
開
催
の
た
め
、
朝
日

村
の
移
住
婚
事
業
、
都
市
部
の
男
女
に
移

住
先
と
結
婚
相
手
を
同
時
に
紹
介
す
る
。

昨
年
10
月
か
ら
1
月
下
旬
ま
で
の
約
4

か
月
で
県
外
か
ら
18
人
の
申
込
み
が
あ
っ

た
。
一
方
、
村
内
か
ら
の
申
込
み
は
た
っ

た
の
4
人
で
す
。
県
外
か
ら
申
し
込
ん
だ

18
人
は
東
京
、
神
奈
川
、
大
阪
な
ど
の
20

歳
～
49
歳
で
、
女
性
15
人
、
男
性
3
人

と
の
事
で
す
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
や
登
山
が

好
き
。
自
然
を
感
じ
な
が
ら
パ
ー
ト
ナ
ー

と
生
活
し
た
い
。
移
住
生
活
は
独
り
よ

り
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
た
方
が
楽
し
そ
う
と

い
っ
た
理
由
で
す
。
一
方
、
村
内
か
ら
の

申
込
み
は
30
代
～
40
代
の
男
性
4
人
。
成

立
し
た
カ
ッ
プ
ル
は
ま
だ
な
い
と
の
事
で

す
。

　

そ
こ
で
お
尋
ね
し
ま
す
。
都
市
部
の

男
女
18
名
は
村
内
に
来
た
こ
と
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
来
た
と
し
た
ら

ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
た
の
か
、
ど
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
の
か
お
聞
き

し
ま
す
。

企
画
財
政
課　
一
般
社
団
法
人
日
本
婚

活
支
援
協
会
の
移
住
婚
サ
ー
ビ
ス
の
受

入
れ
は
全
国
７
市
町
村
で
、
県
内
で
は
朝

日
村
、
山
ノ
内
町
、
駒
ヶ
根
市
。
朝
日

村
で
は
、
結
婚
相
談
担
当
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
信
時
さ
ん
と
紹
介
を
取
り

合
っ
て
い
る
。
現
在
は
24
名
の
登
録
が
あ

る
。
そ
の
う
ち
、
神
奈
川
県
の
女
性
が

朝
日
村
を
訪
れ
て
い
る
。

今
後
の
情
報
発
信
の
在
り
方
は

答 

媒
体
の
整
理
を
し
、
効
率
的
な
運
用
を
図
る

羽多野美映 議員

移
住
婚
事
業
で
都
市
部
の
男
女
は

来
村
し
て
い
る
か

答 

一
人
が
来
村
し
て
い
る

高橋良二 議員

朝日村出会いサポートセンター結日musubiパンフレットから



議会改革その一歩!!
開かれた議会を目指して

議会モニターを設置したのは昨年６月でした。
村民と議会が少しでも近い存在になるために直接

声を伺い、村民目線の仕事をするのが議員であり、議
会であるとの思いからでした。これまで10名のモニ
ターの皆さんからそれぞれの立場で議会や議員を始
め、村の対応まで広範囲にわたってご意見をいただ
き、行政に、議会に関心を持っていただきました。
この２月執行の村議選の補欠選挙にモニターのお

二人が立候補をされました。この事はモニター会議の

存在意義があったのではないかと思います。
モニター会議の様子は、会議録を作成して議会ホー

ムページで公表しております。是非御覧ください。
議会運営委員会では、来年4月に統一地方選挙を迎

えることから、より多くの村民の皆様に村政へ関心を
寄せていただき、御意見をいただくために定数を見直
し、これまでの10名から15名以内としました。是非
御応募ください。お待ちしております。

議会運営委員長　塩原　智惠美

議会
改革

議会モニター定数見直し

あさひむら議会だより 10

定例会だけでなく全員協議会や各
委員会の傍聴をさせて頂きました。
その中で、いかに議会・行政にお

任せをしていたかを感じました。
議会・行政側からの発信は当然必

要ですが、村民側も関心を持たなけ
ればならないと思います。若い方々
も、いずれバトンを受け継ぐ世代と
して、早くから関心を持つ必要はあ
ると考えます。

M・Sさん

「議会モニターって一体なに？兎に角、
傍聴すりゃいいんでしょ」てな訳でまあ
お気楽に構えてはいます。客観的には
程遠く、全面主観で話聞いてりゃいいの
ですからね、御用とお急ぎで無いお方、
お試しにモニター如何ですかね？
案外ね頭白けりゃ尾も白いですよ。

Y・Yさん

議会モニターの委嘱を受け、今年度の議会の傍聴をし、
開かれた議会とするために尽力されている議員の皆さん
の活動を知ることができました。
コロナ禍もあり、村民の声を首長に届ける議員の役割は

ますます大変な状況でありますが、これからも議会におけ
る「議論する力」を向上させて、全国から視察が殺到するよ
うな斬新な地方議会改革を実行してほしいと思います。

N・Kさん

行政と議会は車の両輪と言われ、地域の発展、住民の幸
せを願って、さまざまな意見交換が行われます。
3月の山形村議選が無投票となったように、最近、町村

議員のなり手が少ない事から、モニター制度を積極的に取
り入れ、今回の補選でモニター女性が見事に当選するなど
朝日村議会はとても素晴らしいです。
近隣町村で池田町は一昨年以前から取組むも現在まで

軌道に乗っていない。木曽町では今のところ募集人員に満
たないそうです。（3月29日現在）
モニターは議会の義務ではありません。

M・Nさん

モニター会議 会議録

モニターモニターにに
参加して参加して
一言！！一言！！



お問い合わせ・申し込み
TEL.0263-99-2001（議会事務局）

E メール：gikai@vill.asahi.nagano.jp

提言　ユーチューブ配信で何時でも誰でも見るこ
とのできる開かれた議会にしたらどうか。

対応　令和 4年度予算化。一般質問で実施。見
たい質問を選択できる配信とする。

提言　コロナ対策と健康維持のため、議場内でも
水分補給の環境を整えたらどうか。

対応　現在は議長席に水の用意がある。ほかの議
員も緊急時に対応するため、水の持ち込み
を可とした。

提言　議会の言葉が分かりにくいので議会用語集
を作成し、傍聴者に配布できないか。来年
4月の統一地方選挙に向けて、議会だより
の紙面で無投票回避の工夫ができないか。

対応　用語解説の冊子は 6月議会に間に合わせ
てつくる。議会だよりで選挙特集を組む。

議会では3月24日6名の参加を得て議会モニ
ター会議を開催した。また、数名の方からはメー
ルで意見を寄せていただいた。
補欠選挙の立会人をされたモニターから「村民

の皆さんが選挙の機会を得て喜んで投票に臨んで
いたように感じた」「是非来年の統一選挙でも無
投票を避けて欲しい」との感想が述べられた。ま
た、「女性議員が2人になって新鮮味があった」
「議席が埋まり活気が感じられた」との感想や、
小学校の給食無償化や高校生の通学補助について
「活発な意見交換がされて良かったが、もっと多
くの議員の意見が聞きたかった」「PTAの会議
に出席したが、ありがたいと思っている方が多く
いた。これで安定した学校給食の運営ができると
感じた」。「今後一般質問をユーチューブで発信
してもらえる事になったが、議会のフェイスブッ
クも検討してほしい」「答弁する声が小さく傍聴
していて聞き取りにくい、もっと元気よく発言し
てほしい」「採決の時の起立方法を検討したほう
が良いのでは」「副村長が辞任されたが、効果は
あったのか？今後も置くのか置かないのか心配に
なっている」など、たくさんの意見が出された。
議会では、いただいた意見を全員協議会で検討

し、今後の議会活動に活かしていく予定です。
議会運営副委員長　中村文映

第4回モニター会議開催

あさひむら議会だより11

議 会 活 動 日 誌
1 月

4 火 朝日村新年祝賀会
9 日 朝日村成人式
10 祝 朝日村消防団観閲式・感謝状贈呈式
12 水 村議会全員協議会・議会運営委員会

議会モニター会議 
27 木 議会常任委員会・議会運営委員会
28 金 村議会全員協議会

朝日村旧役場庁舎解体工事安全祈願
31 月 議会だより発行日

2 月
4 金 松塩地区広域施設組合議会議会運営委員会
9 水 村議会全員協議会
14 月 松塩地区広域施設組合2月定例会
16 水 松塩筑木曽老人福祉施設組合議会2月定例会
17 木 松本広域連合2月定例会
18 金 松本市山形村朝日村中学校議会定例会
22 火 県町村議長会第34回定期総会
24 木 村男女共同参画審議会・新人議員研修会（25日まで）
25 金 村議会議員研修会

3 月
1 火 議会運営委員会・議員打合せ
8 火 村議会3月定例会本会議・村議会全員協議会
9 水 村議会3月定例会全員協議会
11 金 村議会常任委員会
15 火 村議会3月定例会本会議一般質問　

村議会全員協議会・議会運営委員会
18 金 村議会3月定例会本会議・村議会全員協議会

行政視察 4P 

22 火 村男女共同参画審議会・土地開発公社理事会
23 水 村行政改革推進委員会
24 木 松塩地区広域施設組合第2回環境保全協議会

議会モニター会議 11P 

25 金 村防災会議
30 水 東筑摩郡町村議会議長会総会

モニターからの提言でモニターからの提言で
議会が対応したこと！議会が対応したこと！

議会を傍聴したり、村民からの要望や提言を
議会に届けていただく『モニター』を募集してい
ます。都合のつく範囲で議会や委員会を傍聴し、
モニター会議への出席やレポートで意見・提言を
していただきます。村政や議会、村の将来に関心
のある村民の皆さま、是非御参加ください。

議会を気軽に覗いてみませんか？

―議会モニター募集―
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朝日村議会へご意見をお寄せください

あさひむら議会だより

朝
日
村
村
民
が
待
ち
に
ま
っ
た
、村
唯
一
の
入
浴
施
設
で

あ
る「
間
登
男
之
湯
」が
昨
年
12
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
、4
ヶ
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。早
速
お
邪
魔
し
て

オ
ー
ナ
ー
の
斉
藤
正
光
さ
ん
ま
ゆ
み
さ
ん
ご
夫
妻
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

間
登
男
之
湯
は
明
治
中
期
に
創
業
以
来
約
1
4
0
年
、
古

く
か
ら
朝
日
村
村
民
の
み
な
ら
ず
近
隣
市
町
村
の
皆
さ
ん
か
ら

愛
さ
れ
親
し
ま
れ
て
来
た
古
老
の
湯
で
あ
り
ま
す
。

昔
か
ら
の
建
物
が
老
朽
化
し
て
し
ま
い
12
年
ぐ
ら
い
前
か

ら
休
業
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
オ
ー
ナ
ー
の
正
光
さ

ん
が
自
ら
設
計
施
工
に
携
わ
り
、
手
づ
く
り
で
旧
館
に
隣

接
し
た
場
所
に
立
派
な
新
館
を
完
成
さ
せ
操
業
再
開
に
こ

ぎ
つ
け
た
と
の
事
で
あ
り
ま
す
。

写
真
に
も
あ
る
よ
う
に
、
浴
場
に
は
浴
槽
と
洗
い
場
だ
け

で
は
な
く
、
新
し
く
サ
ウ
ナ
と
湧
水
を
利
用
し
た
水
風
呂

も
併
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
源
泉
は
創
業
時
か
ら
間
登
男

沢
に
湧
き
出
る
豊
富
な
鉱
泉
を
利
用
し
て
お
り
、
こ
の
鉱

泉
の
効
能
は
切
り
傷
や
皮
膚
炎
・
リ
ュ
ウ
マ
チ
等
の
治
療

に
も
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

風
呂
上
が
り
に
ゆ
っ
た
り
と
安
ら
ぐ
休
憩
所
や
、
10
名
前

後
の
小
規
模
な
会
議
や
懇
親
会
な
ど
に
も
利
用
可
能
な
小
部

屋
も
あ
り
、
屋
外
に
は
B
Q
設
備
も
完
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、ロ
ケ
ー
シ
ョン
も
す
ば
ら
し
く
、
鉢
伏
山
や
高
ボ
ッ
チ
そ

し
て
松
塩
平
を
一
望
で
き
る
雄
大
な
景
色
も
楽
し
め
ま
す
。

オ
ー
ナ
ー
ご
夫
妻
の
経
営
理
念
は
、
昔
か
ら
同
様
村

民
や
近
隣
市
町
村
の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
し

て
い
た
だ
く
事
と
、
村
の
交
流
人
口
の
拡
大
と
移
住
定

住
促
進
事
業
に
少
し
で
も
貢
献
出
来
た
ら
！
…
と
抱
負

を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
送
迎
も
あ
り
ま
す
の
で
家
族

揃
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　（
清
沢
正
毅
）

新
人
議
員
二
人
の
紹
介

さ
わ
や
か
な
風
を
も
た
ら
し
て

く
れ
ま
し
た
。
村
民
の
声
・
ち
ょ

こ
っ
と
訪
問
は
誰
に
し
た
ら
よ
い

の
か
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
中

で
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
が
残
る
中
で
す
が
議
員

全
員
で
村
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
　
　
　
　（
高
橋
良
二
）

発
行
責
任
者

　
議
　
長	

北
村
　
直
樹

編
集
委
員

　
委
員
長	

髙
橋
　
廣
美

　
副
委
員
長	

高
橋
　
良
二

　
委
　
員	

清
沢
　
正
毅

	

中
村
　
文
映

	

齊
藤
　
勝
則

	

塩
原
智
惠
美

　
4
月
1
日
付
け
人

事
異
動
に
よ
り
、議

会
事
務
局
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。

　
法
令
に
沿
っ
て
議

会
活
動
を
支
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
議
会
事
務
局

山
本
　
珠
明

高
山
　
義
教

北
林
　
　
薫

第12弾 「間登男之湯｣
地
域
の
憩
い
の
場
を
目
指
し
て
！

村内の施設やイベントに
議員が訪問してその取組や
要望を聞く地域密着のコーナー

朝
は
愛
猫
の
正
確
な
腹
時
計
に

よ
る「
ご
飯
く
れ
!!
」の
連
呼
で
目

が
覚
め
、寝
ぼ
け
な
が
ら
も
窓
を
開

け
る
と
聞
こ
え
て
く
る
の
は
車
の
音

で
は
な
く
鳥
の
賑
や
か
な
鳴
き
声
。

い
つ
も
そ
の
瞬
間
、あ
ぁ
い
い
と

こ
ろ
に
住
ま
わ
せ
て
も
ら
っ
て
る

な
と
感
じ
ま
す
。

長
野
に
越
し
て
く
る
十
年
前
に

は
夢
に
描
い
て
い
た
田
ん
ぼ
と
畑

の
あ
る
暮
ら
し
。

そ
ん
な
夢
が
朝
日
村
に
越
し
て

き
た
初
年
度
か
ら
叶
い
心
底
嬉
し

く
て
、こ
れ
か
ら
の
田
畑
生
活
を
想

像
し
、わ
く
わ
く
し
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

そ
れ
も
こ
れ
も
田
畑
を
快
く
貸

し
て
く
だ
さ
り
、暖
か
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
る
ご
近
所
さ
ん
の
お
か
げ

で
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

四
年
前
に
は
農
家
と
な
り
憧

れ
の
暮
ら
し
も
仕
事
と
な
り
ま
し

た
。実
際
に
は
農
業
で
食
べ
て
い
く

厳
し
さ
に
頭
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
土
に
触
れ
野
菜
や
稲
が

育
っ
て
い
く
姿
を
目
に
す
る
と
苦

労
も
吹
き
飛
び
ま
す
。

美
味
し
い
と
喜
ん
で
く
だ
さ
る

お
客
様
の
存
在
、そ
し
て
こ
の
豊
か

な
地
を
後
世
の
人
に
も
繋
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
な
が
ら
田
畑
に
向

き
合
っ
て
い
ま
す
。

農
業
を
始
め
る
前
か
ら
ず
っ
と

染
織
の
仕
事
も
し
て
き
ま
し
た
が
昨

年
は
初
め
て
長
野
の
地
で
展
示
会
を

す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
は
農
業
に
追
わ
れ
る
日
々
で

す
が
、今
後
は
染
織
制
作
の
時
間

も
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

朝
日
の
自

然
や
暮
ら
し

か
ら
ど
ん
な

布
が
生
ま
れ

る
の
か
。自

身
で
も
た
の

し
み
で
す
。

朝
日
の
暮
ら
し
と
仕
事

農
家
、
染
織
家

　
永
井
　
泉
さ
ん

▲
こ
ち
ら
か
ら

朝
日
村
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

新新
議
会
事
務
局

議
会
事
務
局

染織の作品 はざがけした稲

浴場全設備

オーナーご夫妻

建物外観


